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第   1 分 科 会 轟 鍵 鷺 慶

:校 港 研 修 推 進 計 画 広島県豊浜町立豊轟拳響綾 磐水 永
.

1.主題    「 学力と人間関係を高める教育の創造J  =

2。 研究テ ーマ・個性 を伸ばし、児童の相互作用によって、集団の学力を

高めていく学習活動のあ り方。    
・

3.推進計画 (1)全教科 摯全領域でバズ学習にと りくむ。

(2)バズ学 習による授業研究を通 して授業 内容を深め、言

轟力.表翼力を轟める。

L泰》'生活ノち事彎難甕
=よ

.攀基本的な生活習簑の向上をはかる。

蒙)縦轟診
.鋳

警遷轟議を行奪L、 神難慧議を育て轟密

《晰 量轟機厘海の聯究機、金麟バズ攀爾緩麓鶴畿響轟躁施し

賣議を交疵し翻冬鍮糠聰轟番

義)指導鸞爾彎嘲碧電覇饂雖藤蟻儀。      ′

鐘導者 総饉鐘費褪條主袂兆盤  鼈轟懸歳絞量兆鐘

'「 燿曇博文舞鐘  攣饉辣饂蛉畿 《中驚寅畿鑽 }

(7)饉畿・樺粛づくりを求繊鑢してとやくり申

4ゃ 爾馨鸞爾 〔豊}.バズ攀習 (単元饉進む学響}:こ ついて辟援糞研究を行ヤヽ

欝月24彗 {金}iこ公霧研 {県へき)を翼く撤 科社会鶉》

総 饉菫勢相互作薄をとおして一人ひとりを位がす議し会い

轟難畿録ざして磯アプ爾…チ

争学S畿轟  藝資料の藩選  ・機覇命工費  牛評瑯霧祗点

拳難き簿議b会 ギヽ母仕欝摯曇褒織仕藤
~幸

メ… 卜録と参蔚

(3)子ど鶴奪轟攣覆購たす攀畿経営難推進す轟書

・友だち鋳まさをドめ脅嚇挙畿            奮

t草奮鋳言え轟学畿

「軸の金J「帰 り0会」鍮鬼襲

饉入簿議、菫彗轟奪活簿と覇導

/



モ4)地域譲購をふまえた生活鐘導織充実をは力ゝる。

・生懸 懇綴鉾轟鐘化な実難 毒・ ・゙蠅菫会難難を中fかに

(5)縦謡 惨難轡彗醸お金甕し笑驚ず機。(撃欝 1爾摯年 尊甕シ

藝.教科学習参評響磐轟点

(1)譲題毒よ、子ども参攀習慧数を高鍛るも件で島つたか。

盤)轟鐘選求命た義の遷響な資務 薔教異奪活用がなされ竜が。

篠}裁麟の発闘 善指導・ 磯言は覇確かつやる係をお通させ轟

もわであった。力b.

韓}理襲鋤轟をヽ子ど幾 :こ対す轟手だてかなされてい亀り。

爾 母醒態…睾・子どもへ命指導・難書 鬱築懸へ晰絋竃ら

きか彗)      ・

(3)課題解決に向けて話し合いは、深轟られた爆ゝ参

6.績脅研 ‐FAL難研 ・

月・ 彗 ・研 修 内 容 1授 業 者
・

警導 子携菫看

4 ・24 研修計画立笑・ 検討 i

|

5 。21 絞 簿 研 1福田 (こ の 2)伊藤 (5年 ) 織墨鑽導主事 :

疹 44 毅↓:簿 覇 川崎 (1年 )金子 (3の 1) 宮本厚意先生

702 毅 内 研 角井 (4年 )原野 (6の 1) 総尾 指導主 事 :

1参・ 1 絞 薄 研 素覇 (1年)伊 藤 (5琴 ) 光難 文発生

二0・ 24
公開爾寃大会

綴‐ き連大会 )

橿翻 (6の 2)∫ :1鋳 (1年 )

伊藤《毎年)会子 (奪 尋 1)

織轟難導主事

富車淳議先鐘

1豊 11 綾 毒 研 久、保轟 (3ぬ 驚) 織轟警導主事

■20 5 載簿同灘教育研修 会 轟浜購導主事

2・ 12 :機内同和教育研修畿 纏浜警導主



社会科学習指導案  指導者  豊島小学校  川 :崎 1警 江

1。 学年 。第 1｀学年 1組  (男子  10名  女子  8名 合計 ■81名 )

2・ 単元  がつこうたんけん   (2)ほ けん しつ

3.単元の目標

認知的  む養議の先豊は、健康に関する世話をして、ぷた ちの学校生活

をよりよくするために働いている通とに気が く。

態度鶴  ・ 観察や聞きとりによってわかったことを、:懇|や言葉や動作に

よって表現することができる。

・ グループで協力して絵を描りた り、話 し合ったりす る二とが

できる。                  `
4。 学習計画 (4時間)

鋳
｀

事 習 課 題 実 議 活 動

菫

19保饉甕を探験 しよう。

0保饉室には、何があるだ

ろう。

・ 萎護の発生ば 、どんな仕

事をしておられるのだろ

う.

・観察の計画を立て為 .

・義護の発生の話 |を調 く。

e保饉菫竃あるもので観醸獅竃訂

文

2,保健室にあった物を描こう。 ・ 課題 を知 る。

・ どんな物 があ ったか出 い合 う。

・ グ ループで協力 して、験 壱描 く。

彰

摯9。 繰鐘室を作ろう。 ・課題を知る。

・ 描いた絵を配置する。

f置く翻 ‐がはっき りbない物は

もう
=度

保漣室で理か めて置 く。

違

4,養護の発生になろう。

・ どんなことを思いながら

纏 をしておられるのだ

ろう。

●織を見て 、どんな詩 に使う 物か

|メ 考える。

|ギ     る。

.|・4:機     ぶやきをグルー

プで著義、:動作締 る。

・ :ま ―   .

5。・本時翁目標

,蘇鐘塞にある物や養覆つ発生の載事が、自分たちにかかわっていること

を知 り、養護の先庄は 、みんなが量預な毎日が送れるように世話をして。

:おられ ることに気づ く.

|



7.:置  糧

養 護 の 発 生 に な ろ う

6.準備物

・ 保健室のいず…… 2

・ ピンセッ ト

・ 保健室 にあ る物の絵

・脇膳綿

儀
　
入

グ
ル
ー
プ

1。 掲示した絵を見ながら、

どんな時に使うのか考

える。

2.本時吟課題を知懸癬

3.姜護の発生は、どんな

ことを思いながら世話

・ をしておられ るか考え

る。     
・

・ 心のテレビに鋏して考

える .

4。 二人組で、先生 と児童

にな り会議をする。 し

・交代 して養護の先生の

気持ちを探る。

指 導 上 の 留 意 点

寺け矮鬱乎冬写晰斃練測定、機力検

量等彎晰電藉鞣準難ことを思ンヽ難

塞彗釉。

やけが・病轟 奪灘定をこ分けて、物が

ずぐ鍵え懸よ争はじてある通とに

鰤ずか彗懸。

。けがをしている時のことを想定し

て考えさせる。

・おかしい点とか、どうしてそう言

われたのか等話し合い、深めさせ

る。

・巡視 し、困つているグループには

助言 し考えさせる。

0早 くできたグループには、ノー ト

に警かせる .

:前もってどちらが発生になるかは

話 し合っておく。 ゛

・見ている場菫は、「 よいJか「 も

うすこしJか評価する。

5。 動作化する。  '
・養護の先生とけがをし

た児童になってする。
・

6。 まとめをする。

養護の先生は、みんな澪元気にくらせるようにと思つて

をしておられる金_______   __二
7.次時の予告を聞く。 | ・ 給食 のおば さんの秘密を探 ろう。

全
　
体



纂 1分襲会 《轟萎轟1犠〕小学鞍畿攀年母ババ学響

主 だちを大響をこず懸轟彎警て 、伸 織よ貯ヽ学畿集鐵を つ く鶴

……… バズ ｀セ ッシ 潔≫鍾 よ轟糞瞳 づくり ………

1費庫 簾振轟
i革

宣鐵 y:襲だヽ学 綾  騨 螂 翠

要贈

鋳ξい 越幾 。文化がど奥Fど貞「範蘇 ]ッノ、変轟ず儀幸で、自分韓与えられた毅翁r埒瀑を

ま移録義鑑け止録 、自卦 :ミ 禁尋でき碁までや響曇 く ・ヽ お。モ券蕪幾導参し鶴攀ず等

霧饒 準雌つ奄卜番だざ、デギtlをと 準まく曇縫戴:難骨夢撻亀 碧でき亀を

社会ざ鋳群:4霧 器、駒賞締 :通 費島Liこ な 警て、子ど籠難木濾職蠅す儀とをヽ静経験お持

たな罐窯準t゛ ir tぎ Iき て、彙洋走暴準驚奪Å争、自分と製資な犠織彎持準主だ籠ヘ

轟 つき轟 予Lざ 巻まくこ::豊霧 むヽ中

寺 こそ t轟 轟ざ・≪老撻を柔 I現ゞス難すべ彙“え覇 翼崚 拳最膏 壁率酔 亀ばな 岳な 普`と慧 暴

等
豊懸わよきい ,轟、が発しよむい 1言欝ざ薦Ъよ 瀑学毅撻爾 づ く攀 鍮

を求 鋒て 、覇彎なす轟ξ摯家券か疑真鯉ここ考えた群き

事鸞 弯黎

量讐:菫 まミ詩
・ゝ 挙き等戴を参 く碁主鋒 織癬

ボ
彗

奎轟華主禁襲≧堰ヽ拳重轟彙警彗萎

虚

学 華轟載 菱 羹鍾

道麓 銅゙素量壼 羹鞭

拳琴 尋重点 彗檬

学習 力 ¥キ ュラム

質 と襲簿を育て 轟バ ズ学響

主体性豊 かな露童の育成

麺菫器笑攘

疲蒸 鑽゙鍾鉾

宴 麟

救鑢 酵轟ポ をヽ

投資黒本摯

学綾毅 青渡

薄婁長会轟



露・ 糧学奪最こ韓ξ∫轟F慾鰯檬鱗づく拳難―奪鰹

極学年義―y_ども減靖轟錦
・
季ム爾襲銀嚢敏感で轟 蜂。

一対…織鑽難で、簡で緯ξぎ熱驚饉手蠅銀が各鐘れ 饉言1聾泰婚難 :こ 尋よ、そ縁子恰も準

,豊鶴埒響辟轟てく纏予、菫避壺台きこし寛集彗鋳難で鉾子ども鐘、奏構北てい基準 :聾、

を聞さず予もをL懸 中秒と いいとりや子を曹黒婁轟させ
゛
ど 驀 Lプ 誉ヽ拳鑽ζ曇したやヽ寺

攀 モ暑
・lで戦何を

｀
謬…れぶよンL饂 だ儡儡拳

キ灘もしゞ轟護ヽ通とを基く歌攀入まl.ま 滞を ξ偉養量亀∫で謳灘感を犠準}

鐘 :手 肯鍵 ず墾 暴 4錘ず毎 暴

摯轟も l.「 尋馨ヽどこf晴錬懇L ttfな 警ヽ母で=墨壼

轟彗ヽさ聯

学毅 態I轟 ―さ義て議■4藤えが等 <等 だ毛 轟蔦1.

t拳畿 輯 〆ンダ寸―が 尋菫難 :こ蒙 ζ≦柔 て葬 代互費をす 碁

者辱AFと 轟を毒 彗≧碁Fiミ 蓮辱

,弄まで最:轟せ碁子 :4蒸 碁

`紗毅 摯紗と 難≫埒τl.墓ミやお竜葺 く子 :こ 韓 碁

妻
い
蔦蔦尊ぶ¥轟y=:

。学警難幸で義鋳 壼 (募 準 i警

選 や 鋳子 :こ 裏 :華
1・ダ■

1き

L4‐驚■ ど 像喘 Sf津ざをヽ くさ 寺

゛ゞ 讐‐―議 を守 轟 藝  響番 菱持 準心 や 攀ず 器彙 呼尋 を育 て て むヽ 4寺

・ 運 手 を 言」準と 翼 警甕 た 器、纂 難 し可やれ 辱∫幕を 育 て て むヽ く。

選A織簸慶者響Aで変え轟券鐘むずかしをヽ。

・お亘馨ゝ壁撃く選解し会えるプ詩‐―プづく器をする

。菫霧簿に綴成す儀

膚∴轟―― ギA轟 …… √Å題―・―‐―・・・メ尋Å範―……∫慮A鍍

癬

首

…

…

…

３

，

‥

こ

…

…

‥

も

∫

家

遼

ま̈

ま

２

・
‥

‐

…

承

‥

摯
撃

饉

警

鰈

ミ

…

‥

ミ
‥

鬱

番
　
　
　
　
　
や
０ 彗

動
を
変
え
て
い
ギ

基裁繁蠣えギ ー∫ミ驚竜轟轟 モギ 毒警 支事選 ,I

筆ゞ慈葉
………………ヽ……………………―………―一―一―ず:亀 : 冨
薫 l「 iポ i:‡ 拳き幸 ギ彗:1‐t馨 : :言 尋言 言

:・
―
首il二
″l i

声毒裏ヒダ吉 f取糞義応ミ、1で。■ : :

壺靖 :筆をど――轟ξ警せてき



・
・個 々蒔心ざ 絆欄 へ向 か 準てむヽ くよ う韓な る。

1・ 羅 :手の身ここな つて奪 えた も伸の露▼ヽ鳶が出盛 る子 にな る。

2・ 相手傘良 さ壁みつ もfて 霧鋒 てあげられ るし、轟分 もまねて 轟来 る:子 ここ 、

な る。

車幸纏手鋳準まずきや  まちがをヽ登襲 わな きヽで動ζfら れ る.子 にな る。

4警 覇菫ここ夏応す 轟子 を通参各れな ヤゝで 詩
.攀

義奪 える苧 きこな 儀。

癬 響麟 に鍵喪たカラーが、子 ど毎きこ与え碁轟ぼ≧蒔装な難 .

・藤薔録意気 が高 ま砂て くると、参々甕霧な ことでも、それを乗 論議えよ暴と

す導緊轟感が銀てく4◇

事
:i』11蠣経験のよl墨霞を`子‡t]黒 、数籐 鏃手態が III≫ か繰な くと こヽLン 饉蠅 :聟[》 援難で糠亘懇:ll学

3と 準てむヽくよ呑軽な卜◆

薦1轟 藝鋳子鋳や 巻鳶む 質鑢 甕罪手が ま轟る。

悪彗ヽと嚢こ襲よ
~轟

し会をゝ 次録 鎖韓書ま改善 して鮮島ぶ つてをヽく。

3.バズ を走 ッシ 攣ンをこよる 豊晨弊擦鶉緩菫

攀 ど鋳子 轟鶴 ざジシ 竃ンを亀寛せ儀寺

辛纂轟帰せ 。本轟み ――― =∴
で F先生 ば つ通聾鈴く器かえし

轡 響鍮・
1纏:童難懲轟:か惨て グー

f襲 ,一 プで。

羹ヽ弁等考え遂言曇 む書 く 黎線をひく。

摯圭彙で議し会え感よ曇1工費をする。

自分総賣畿分野難寅響にする。

準と参ひと 警が か亀すづえ織な奪ゝ轟弗巻となるo

わからなヤヽところが わか各な話ヽとやヽえるo

9 攀響驚を 攀響とる手だて

_幸 考えを轟準録る詩  ユー人で考える詩間を選:く 。

2-人 でできるだけ多 く考 え、それを出し合 うo

3良し悪 しを気にせずに グループに出す o

・全体ここ報舞ず辱時  豊多数慧 昆と少数意見を亘爾して、両方報告するo



。ま毅鉾恐鋳     量つけた し菫 攣比鮫 還・購主 量 尊まと鋒菫

な ど子 ども母発 .言を覇いる。

◎ バズ学響母ねらン`

・金曇鍛参灘 を容轟轟す辱。

・ひと彗秒とり難慧毅を轟鉾4.

。さまざま薫本音 番考え薦)が錢ぜ饉奪

0 二:欝撻導籍轟合鋳 欄へ翁かかわ攀欝

'紗毅鰺ひと攀鋳苧織轟を具聯絲電轟ず。 (参 準ぐ攀 うしず島ゝξ通シ

颯魂闘巡轟から雹ントを得鶴き く塞爾自書式 :こ ・子どもなの間等をま暮えてi

e欝ち起きまさ曇警名をゃ ギ灘鐘轟偉難をこ咎答える時簿をかけてト

=子ども券発言濾、表奢豊かiこ うけと轟て。 (ニ ツコ¥幸 じ準趣翼ず武.で き

惑ま怒しT}

き人事な難ぷ 。まと鋒織菫菫鼈ま カードぞ襲ず饉奪

・畿癬輯子どもな母簿響鋳攀で。

さ黎 緩 闘多等で。 (T― F・ ■ %儡 ・・ °・と続くま誇羹》

4尋 簸攀 攀キ通   ~

学響濾秒と りいな 攀鋳も等 であ ると,共ここ 攀畿 みんな母鶴難で轟 纏。

院 が育準通とにょ 準て、露鍮轟 をヽ集 類が銀豊てい く爆と
‐
言われている。教科整尋   ・  r

難場 にも、係 懸動 や、神闘づ くり寺鰺 :こ も、進範的な住 轟錯導券轟 :こ おをLで も

量がか よをヽ ま難がかよ をヽ 言葉がわよ酸ゝ轟 ら学級 を つ く器、ひと むひと 馨録子 ど

もが生 わせ、築 鐵をも り上げていうf碁量 鍮 であ むた慧ヽ。



_第』分科会  基礎講座

研究主題  小学校高学年 のパズ学習

愛知 爆響 目井市立神塁 /1h学校   曲圏 節 男  ,F

/.バ ズ学習 の基本的 なね らい

」雪奪主藝墓鍵轟鷺殿重:]:            3雛食雪鸞轟警
=懸

翼薫轟
°

1曇]晏議畠量義賤曇驚暑
轟曇饉基麓奪奪馨魏鷺璽理彗蓋稚轟轟塾は

'量

饉轟繹

写夕鯰%欲巫轟颯   壼
|

たとえ 子θ入学畿 になろ

とに変 わ りはない。

翁続 きかけや鶴力 によ 玲、

:導 _1鋤統合 をはか4う とするのが 、バズ攀響
・
鋤轟本 _

的 なねらいである。

認,パズ学響が警華される理曲

{/)一斉指導 のひずみ彙亜 から 鉾轟要性    |

・学年が進む につれて 、活機 に参加する燿菫が かぎられ て くる。

・議瞬 や撻承 の不轍懸 から生 じる鷲欝 総低下

・排他的 ,畿攀講 にな ることも生 じる。成譲 の上 '下位群ガ分化 し癬定イ毬

の機向がみ られ ることもある。

・学響 における障量 {不充分 な理解 ,未定書 ,震癬等)を蒐盤す るたぬ。

(2,1バズ学習でねらうも:総      ず｀

・拳警に対する全員の参加度を高める。

・ 学習 のふん慧気 の活発 さ ,な ごやか さ。

・ 翼昧ゃ関心 ,学習意欲 の向上 。

・相互作用による理解の深化……確認,補ハ,訂正

・学習へ の 自信 ,主体的学習へ の意欲 ,態度の育成 。

・ 人間関係 の青威 .



(F}相互作簿 (議 しあい活動)によ吟期 待される効難   :

○ 機A総議見や考えを聞くことによ玲

,自分の考え方がは,き りす機,誤りに気づく,L― ン トを響轟攀

`○自分の慧見や考えを霧すこと:こ よ攀

・自分鈴意見・葺え方がまとまりはつきき》ず拳9

=群機ず轟通と語でき轟ゃ
゛

(Ii:l}‐1{il:All)]》 各機 難 事il[:争 け 辱 こと |二 よ 争 '1lllイ「

・ 鋼鋼 の要点 、聯 裁づ き:サ盤 ま 時等 浮 静 か 轟 ↓

`い っ脅 う 難 果 鋳 な鐸}え 蒔 11綴 き :な解 で き 機 十三:ミ |:1翁せi■ iき を:.

●鶴A転機動を畢えること韓よ '多 て

や裁分の奪えや灘騨ガンL準 そ曇繊 まれ》鐵襲と考 lL∴ 髯
=三

二十1.さ :ti

気づく通むも轟る。 新 し■鷲磯点奪難難事

ず. バズ学響器聾難

(/)還 (バズ分鸞)総爾成機

ギ～ぷ人綴成  {認 人で鎌ベプ…登考え蝿獣 }

等質分鐵 ,捕せんによ巻分羅・葉長を構轟轟≧撻ぜムを」よる分 II:

響期曇毅階では』人羅或 '・ ''(喜翠奪でを套事～≦
二、拝 it}

(認 〕轟成爾聞  ∫～ギ遇覆

(∫ )議長の鸞熱… )・ 教舗の指轟 ]金轟をこよる聖轟 =裁委
'等

1‐・

lII警曇貫警雪継轟警i轟埃鷲慾/R奪警薫撃鐸女なこ島卜皇ょぅ
=≧

′ゝ
.

(ぶ )議しあ い鉾形
ア 議 し轟い鋤方法          f

・ 自由会瓢 濃

摯轄番法                  _ ‐     :
・対人激 餞 援派)認 Aペア ーで
,テ ス ト法 (質 聞着 濾麗長 なこ鐵定す る碁響はない )

イ 内容 によるもの
・協闘 問題解決 .

問題をみなで考 える方法 …毬ン トが多 貯` ,籠率鋳 な考え方 ,

一方的 な考 えでいきづ まる こと少 ない。

・ 協闘要約
各 自が 要絢を して議 しあ セ`で懸正 して む` くことが多 い。 ず二



・ 協周 ドリル …… ドリル学 習に暴 :味や:楽 しさ。

・ 質疑応答 ……わか らないことを聞 き教 えあ う。

(7)授業 の一般的な満れ

ア .授業 の組 み たて

○準備過程・・…スター トラインをそろえる。学習目標の隅確化

{必要な説明 .助言→個人で ,分菫で→発表 ,教

師:.の補足説明)…  鐸 備課題 )

○中心過程 ……本時の議機にせまるための中心課題 ,問題点の

明確化―理解

(必要な説明 ,動言ず個人で ,分圏で→発表 ,教

師の補足 ,ま とめ )

○確認過程 ……確認課題 ,自 己評価 ,複習の要点をつかむ。

(必要な説明・動言→個人で ,分団で→教師の
補足・ まとめ ,次時予告 )

学習を導 く―ための主体は、常に教師である。教師の主体性 ,群

画性が忘れ られてしまっては、能率も効率も望めない。課題を

バズ分団になげかけて 、議 しあい活動により更に深化し、よ り

たしかなものにしていく。

(『 )パズ学習を進める上での留意点

ア ・
話 しあいのルール……最低の約束

「わからなかったら聞けJ―「聞かれたら教 えよ」

必要以上の声を出す観

: 相手の言 うことはよく聞くこと。言うことは簡潔に .

合図があったらやめる.

イ。 話し合 いの時間

時間を長 くすることは1よ いとはいえない。

話 しあ う課題の内容にもよるが、長くてもよ分以内が墓 ましい。

時間の指示・能率化をはかる.

話 しあをヽが、‐どのように進められているか、メンパーの参加度

はどうかの配慮が大■



ウ. 課題への取り組み                   。

・
○ 諜願の提出→取うくみ→発表→教師のまとめ,縮燿→確認の形態

が一般的に考えられる。一時間の授業の組み立てと譲題の適難

さが欲求されてくる。              一

〇 課題について

・大課題 ,小課題……あま吟細かくするのは問題 .

・大手のの児童がとり組めるょうな内容.

・学習のねらいにあった内容のもの。
・異 質の課題 は 、ひとつず つ取 りあげた方が よい。

・ 時間を与 えすぎないよ う→未解決 →思考 の方向化→教師 の構足      
｀

修正 ,ま とめ。

工 。 その他

・議 れが しやす い ,懇ったことが書 いやすい一一む だ議が しやすい

。注意が しやすい ―‐
=なれ合 いにな うやす い

ン ・質問 しやすい ,す ぐ教 えても らえ る一―依存 じやすい



分科会 慮 高学年のパズ学習

一――バズ学習によ轟支持鋳轟土づくり………

愛鶴黒春錢井事立織蕪小学校 轟∫:1盤覇

論渉とり⑫児童が、舞理を畿し、集鸞⑫持ち味を生がしつつ

慧め合いなが ら学ば うとす纂ご…… そんな支持鋳翼上をすこ

うとしている実銭報告である。

訂

要

奪
…
…
…
…

等

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＜

．

ノ 、

警

轡

癬

畿 豊豊かす学畿攘爾準≪馨

旨≫

学級に所属す る歩 と

持舞 として幾ζす合い、

しで もな りあζずでいこ

/学期に教 え、育ててお きたい こと

灘を繊 っての係溝動 〔/壼 一 /萎轟 、当番攣難 (溝撮

:こ 鍮聾墓を経で支える)の まず形を教亀る。

綾食}、 霧麓 ≪威堪

菫長にξま、仕事録分握参仕方、壼会議参仕方、理彗鋳な心がまえを教 える摯

擁 翼霧 を立て、そ霧達成に自けて取 り懸ませ る。

学毅行事等 繭分遠母手で企繭 し、運営できる力を育でてい く幸

〔i}毅鐸の姿勢守j暴 かけたこと

「轟轟轟轟轟之暑、撓寺≧童えふ毅量拳{暴 姦表嚢寺轟息』
ア、申 とりを持 って、児童参考 え 孝意見 を導っくう轟いた。

イゝ壼 プー ト、銀記ξこ書かれて轟ることで、みんなに知 ってまましいこと、考えて :ま

ししヽことを、児童が鸞 ってか ら「 ぼ く:よ 考 えるJな どと踵 をつうすで綴書 移ゝ警覇

議 し合わせたち

ウ、良 Lヽ 織本 を読み麗かせた。 (か らすたろ う、

二、楽 しい中 :こ 憾島性 を培 う壼対抗のゲームをとり入れた書

ォゝ壼会議参時閣 を多 くとって轟 1デ た。

(含)驚 替え鈴経轟

〈築 /次灘≫  事鷹 事轟 (学畿襄 き傘藩)

ア、壼づ くりの方法
中教轟の手による基簿曝鋳燿成 、男女滋合、事入壼 ― J、 製入班…∫

や寵長は班鍮菫選                   .そ ぎ壼燿成》

年度母反省>

轟標達成キこ翼 して、他の壼や毅友の発言、行動に対 して点検す る韓入へのきびし

きばか り強す ぎて、人舎悪い ところをほ移く与羹す雰轟気があった。

(壼議争Φいれす ぎ、点換鷺曲が管瑳 :こ 童 りす ぎ滝ン

実践笏塞  〔」年 男子 慮θ名、女子 〆ξ懇》

学級織幸 :こ 暁 轟くや る気‡こ満ちた講進鑢な トーンをなるべ く畢 Lヽ 機会‡こ打ち宝て

ることを ノ学畿織学級経営の轟糠 として轟発 事た。

参



く筆威次壼遍成〉 ∫月 /2日
アち壼づ く・りの方畿

「 クラス替えして、まだよく雉 らない人も多いよつな癬で、壼替え移よう i

と教議提案で決定参
摯

警
長 !よ

薫ζ晉竃t∴ 食 i轟颯ヅ〕

=笠

≫
ぽ 名運 惑́

ザ
攀 誹等)

,班達成 :よ 壼長が難轟 した繭壼長とで灘室で馨:津 抜 懸:こ よ恥轟戒黎

イ、教轟か 摯録注貴  ヽ    と

機力的な入ばか希これ :ず 、轟ま摯聾蒔れないでも壼 :ょ うまくいくだろ争李

クテスにとけこめな秒で苺`各入]恵れ機が多も`人、鶴濃がわか隼ず:こ 臨 .}

ている人をとってす讐たなんだしながらも爾○入達ですこしでもよく嘉裏

うと努力する菫 (班長〕こそ優秀班なのでななひだろ子か。

ウ、壼 理標の評轟

右のような評綴 カー

ドを換にはrら せ、漏 り

の金 で評価 し暴 うo

〈震省〉
参 達成 で きでも`

るか 、し`ないか

分か 番饉機 な餓
`

定 す ること金

〕 饗馨達成 :4鶴

:す て鍮驚 り組み

進を大響 であ為。

彙 マン幕 ギゞ怒し

やすい。

たいへんがん :感:っ た

まあまあがん :』Iぅ た

もっとがんばるべ きだ

く童護FJマ露鍾>  基藤 γ甕

菫爾 として :ま まだ撃いと轟 ったが、「 壼替えなしよ拳拳 理鐵は舎壼釜 と

難壼長が震れあってだ らiす てヽ`る。 ③ もっとた くさんの人 と絆良 し:こ な 与

たい。Jと 提案があ む轟 じ合い参難畢、菫替え決定。

ア、壼づ くり俸方繁

・壼撫意
輩 鰤 賣電文切  鵡 彗

疑ミニliヽ ュ
減ん静 鮮

な
磁

鼈
み

ヽ
■

ｊ

尋

´
ヾ
ｆ

、わ凌ｉ
桑

燿

も

サ

‘ ○

メ

(D

◎

ф

ｘ

難藝 譲巻にむかってが九鍾 拳寝

鐘 力t 本 ノ
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:ま えで
ヽ

／
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ｔ ◎ 0
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隧
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イ、救輔か ら舎注文
摯 tで 無るだけ多 く織 A tti驚長を経験 懇で :量 しい幸や轟気 さえ轟ればあと1ま 角

蜜が教 えます。壼長なや ったこと参轟辱人が舞人かいるか ら、そ鍮鋳命経験

を生鮮 して、きっと吏えて くれます。

春 纂 ∫次議で、クラスなして努力す る銀穣な職玲てお き舞い轟。みえ′なして

取 与畿み、今度驚警え"す る時 :ま を作轟様が難或 されたか どうか も考え.よ 子.

〆轟驚替えしたら、 プや :よ クラスとミノて力をつけたい畿。

<纂 ギ次壼≫ X ず雌∫霧

F壼 替えりで :盤 じひ息醸蕪鐘驚で 争ま

り轟 じ含 幸たが、夏鉾みが近 く今 ごろ

で、簑替え :ま 鍮拳

くいかないからです。轟という難案が轟

してもうわついてしま等だけとい季こと

ヽ

１

√

４
翼

■
鬱

で蔦普
Ｆ

學
晋

教鮭

￥

∫

Ｌ
李錢５が

ξ奉‥轟

機酪筵岬

盟灘
鋼
弾

鶴称
精
籍

血蔦
Ｖ轟

ノ
ξ
九

〈纂 ノgt露狂〉

麗 で纏談 して も

曲 るといい。

ノー トよ 馨

導 懇幸んな答
・
え しか轟なけので、 亀嘩とい ろい ろな意 難が

,  |          (事 選 〆紗難}

こ母班でよか ったと思 う。どうしてか とい うと、擁で も「 |よ や くやれ :ゴ

では質 くて、経活動の時は協力で きるし、織食の時は楽 しいか らです。

(事 燿 /多 露)

このごろ、級の中で忘れ物 をす る人がす くな くて とで もうれ しいです。

(j tt F爾 )

〈等凛次菫〉

今藝、算数砕 ドリルをやった。壼 _Im位 で黒板に書 くことになったゆで、私

は算数係 とい うこともあって、私たちの壼に当ててほしか ったが、○○藩が

や りた くない と思 って手をあげなかった。そうした ら、○○藩が「 村松 さん

手をあげてよ。 Jと 言った。あわてであげたが、あて られなか った。○○君

はかっか bし てしヽた。私は「 今 観|ま いやにまじめだな_1と 懲 った。これか ら

もこの麟子でがA′ :ぎ ってはしいな。 〔恵薦 ダご轟)

4予 轟、メゝノ癬なと新講轟ずがくわをバンった。だンったとを`って 亀、な力》な蛉>薫批藤ぶ

轟な くではスノのすこしだけだった.新鑢づ く議が すすまないので、 ;ぶ くか書

ひてき亀奪 4す ど、そ参書む`て きた器をみんな :こ 異鸞 ること‡まずか しかった。

轟 移合 って もないとこ手を書も`て ごで轟ったし、なんかば くばか 争やって与`

舞、夕次菫で努斃す る

⑫ 係活動を活発にす ること。

◎ 班長 と副班長が班やクラスの先頭 lr_立 って ぐい ぐい リー ドす ること。

て みん な が か おい そ 拳だ。 ≪ご薦 ∫紗霧≫



く舞 ∫次班〉

第ず次壼でがんぼることの心とつ「 纂溝難警懸発にす るJこ とが私達義壼

で 1ま 全 々静ま くいっても`ない。 なが少 し工夫 してみた場`なと思 L・ ます。

(基 鷹 /詳 鐵》

盈讐》ご毛小林鵞港∫わっ浄ゝ 祭してきで、勉強 亀汽ゴも`ガ言よ くなっ■1、 私 も♂ゝ毅

らいたも`です。 iす ご舎参鵞は後ろを自秒で議 しかけた りす るので、本野書や

みんなをこ注意 されてい ます寺
｀
  く悪選 〆ご難)

き勢 争織食器時、じゃがい もか鮭 与な くなってあきてて緯食選番がみA/な

幸 も器か ら少 しずつ とってけた時、裏 j::藩 が量策鍮警半分 も分主までや 摯た。

:ま く!よ 、石

'::震

もい聰lと ころが轟るな と思 った。 《ぶ篤 /参 藝}

∫く。だ琴[:雪 趾ぎ曇爵≫
)で

を鶴換しヽ}

一
アンケー ト調査よ馨一一一

あなた :よ 、葦 をつか っての学級 づ く与、勉強 をど う轟 い ますか。

拳 わ 準と等`い と轟 滲◆簿子ばか 摯とか .女 子 ばか りの グル ープ もな く

て鼻∴ なが艤力 して・ヽ る。

参 壼 を作 機よ、わか らない 通とを教 えあ った りで き鶴じ、係活動 亀轟

力 して 'で
摯るか らぶ等生 にな つて もや 摯たも`中

修 緩 業でわか らなか 玲たA轟 教 えで轟げ るの季
し`ひ け どヽそ参 入に議

弯軒簿彗季≫霧轟糞を もう響掛じくPさ し くした らと興懲う議議浄二あ る。

癬 わか らなけ ことを教 えて くれ るか らや る気 が出 る。

感、まと轟

昨年転綾 して きて、友達がし`な くひとリポツンとしていた :i:豪 さんが、 /学

鐵驚命 Fお 楽 It/ふ 会 1の難 りつけを係の持轟 ととも:こ や っていた。先生 :「 こ

のケテスで一番かわった懸 : 藝雛くなった幸 1と い 多声を聞 く。「 よかった :

一人で もよ くなもた子が毎Lて ,1

諄年度 |ま 子ども鍛無導気さ嚇覇るさ:こ 支えられ、今年度は子ごも参議虚さに

:かfま されて本綾簾襲騒教育テーマ「 Å甕甕係を高めつつ轟畿学力をつけよう』

:こ 取 む難んでし`る。

標年、準級づ くりの 率わ りまで実銭鐘進おのだが、今年 鐘モ「 授業が学級 を

つ く摯、子 どもを育てるJ実畿織鐵論 と書簿よう』学鐵舎学級づ く年のエネル

ギーを毅毅 してい きたも`。

鐘ちえ毎ご子
∫

≪

ヽ

攀

―
―
拳



第 3分科会 基礎講座

研究主題 自主性を育てるバズ学習

新潟市立曽野木小学校 土 屋 邦 雄
  針

、

要 旨 1。 教師の集団化を図り、全教師が教科の壁を乗り越えなければならない。

2。 バズ学習の方式やルールは、本質的なものである。

3。 復習バズは、学習と生活の統合の場として一日の時程には欠かせない。

研究内容

I なぜバズ学習に取り組んだのか

1.生徒に対する疑問

(1)学習面……自主性に欠け、無気力で問題意識に乏 しく、温順で消極的依存的である。

(21 運動面……生徒の自信回復のため課外の運動部活動に力を入れた結果、昭和41年に野

球部が県大会優勝の快挙を成 した。 このころから放課を待ち切れぬという状況で各運動

部は自主的に協力 し統制のある練習に励むようになった。

(3)ア ンバランスヘの疑問…。・・「課外に燃やす情熱があれだけあるのに、そのエネルギー

がどうして授業になると消滅するのか」全教師に共通 した疑間であった。学習規律の徹

底を求めたり、教育相談による個別指導も試みたが、期待するほどの変容は得 られなか

った。疑間は一層深 くなった。

2。 バズ学習へのスター ト

私たちは、運動部活動に示す活力を、どうしても学習面にも発揮させたかった。「どう

すれば本気で学習に取 り組む生徒にできるか」これがいわば第 1次共通課題であった。と

ころが、 この課題解決のためには、学習以前の問題を解決 しなければならないという見解 '

が強く主張された。つまり「基本的生活習慣を身につける」ことが先だというのである。

これが第 2次共通課題となった。私たちは二者択一の道を選ぶ余裕が無かった。 この両者

を統一し同時達成の道を求めた。

バズ学習に取り組んだ理由は、第 1は生徒の持つ問題点を全教師が等 しく把握 したこと

である。第 2は、個々の教師が (口 には出さなかったが)今までの自己の授業の構えでは

学習効果があがらないという事態に全員が立たされていたことである。第 3は、直面 した

「基本的生活習慣」と「学習指導」を統一して同時達成をしようとしたことである。

I 教師の集団化と基本的な構えの確認

私たちは、先進校に積極的に学び、よいと思ったことは直ちに実践 し、その後議論するこ

とにした。そして私たちは、学習指導のいわば質的転換を自らに課すこととした。

1.学級を集団として把握する

学習の成立はいうまでもなく個々に成立するものであるが、集団状況で学習している限

り、学級が望ましい学習集団であるか否かは個々の学習成果に影響する。学級を単に個の



集合体と見ない。競争原理を努めて排 し、学級成員の人間関係を重視 し、協力・ 教え合い

・ 助け合い・ 確かめ合いの相互交流活動を最大限に展開する。

2.学習の主体を子どもに移す

自主性の育成を私たちはめざしていた。何をどうすることが、「子どもが自主的に意欲

と行動力を身に培っていくことになるのか」を追求することとした。授業では、個々の子

どもがどのように思考 し創造したかを評価する必要がある。そういう授業を展開するには、

教師が変わらなくては不可能だ。まず教師中心の一方的な「させる授業」を止め、教える

教師から育てる教師に脱皮する必要がある。教科学習はもちろん、全教育諸活動の指導に

おいて教師はスターではなく、子どもがオールスターなのだと確認 し合った。

3.生徒を変革する教師集団をめざす

私たちは生徒が全力をあげて学習することを教え、協同して学習集団を築 く指導をする

ことに決定 した。その実践のためには、教師自身が相互の人間関係と信頼を深め、協力の

喜びを味わい、集団思考を体得する必要があること、教師集団を互いの努力で意図的に強

化すること等が確認された。

ところが実践となると、個々の教師の教育への構え、人格、経験、特質、方法論等から、

当然多様性が出てくる。重要なことは、これらの共通認識がどれだけ広がり深まるかであ

る。私たちはそれを次のようにおさえて共通 した指導法を実践 しようとした。

(1)学校の課題と地区 (校区)の課題  (21 バズ学習の求める人間像

G)生徒の理解 に)バズ学習の方法論

とこ`ろが、バズ方式の学習展開には大きな抵抗があった。校長以下11人の小規模校で、

一人三教科という状況にあったことと、何よりも授業の変質であることから、教科目標に

固執してしまった。私たち教師にはまことに厳 しい事態でもあった。そこで裸のつき合い

をすることにした。互いに教生にもどることにして授業交換をした。そして授業→討論→

授業を繰り返 した。この過程で相互に励まし合いながら脱皮 しようとした。やがてこの苦

労は必然的に教師間の相互理解を深め、自分の空き時間にどの教室へ参観に行 っても支障

がないほど授業交流は容易になった。

4.地域 ぐるみの教育をめざす

生徒は学習場面での活動に変動に変容を示 しながらも、日常の生活態度・ 行動面ではま

だ変わって来なかった。家庭が変わらなければ、そして地域の教育力が出て来なければ、

その地域の子どもたちの生活態度は変わるはずがない。学校・ 家庭・ 地域の連携ができる

ように、地域 ぐるみの教育態勢づ くりの必要を私たちは痛切に感 じていた。そのために地

域バズが極めて有効であることを確認 した。

Ⅲ 各教科における実践

1.学習指導の転換

自主的・ 積極的に学習する生徒、自主的に協力して成長する学習集団を私たちはめざした。

今までの一斉学習を放棄 して、バズ学習の基本的な性格、つまり「学力と人間関係の統合」

「個人学習と集団学習の統合」「個人の発達と集団の成長」が具体化するよう全教科で実



践に取り組んだ。 (授業のいわば質的転換であるから前項で述べたような困難があった。)

(1)指導案を変えた……全教科の指導にバズ学習のねらう認知目標 (知識・ 理解・ 技能・

能力)と 態度目標 (学習に対する態度・ 教師や仲間に対する対人態度・ 協力性や自主性

や積極性などの社会的態度)の二日標を設定 し、同時達成を図ることとした。

(21 学習の流れを変えた……従来形の一間一答方式の間答授業を止めて、課題解決学習に

した。このためレディネスを重視 し、主体化をねらって個人学習の時間を保障した。当

時私たちは資料A(別紙)の ような学習展開に努めた。 (現在は単元単位のバズ学習指

導の一般モデルがある。)

2.課 題

準備課題……中心課題に対するレディネスをねらいとする。

中心課題……学習のねらいを達成するために、その内容を分析 して生徒の思考の場までお

ろしたもので、生徒が自ら解決する問題として追求するものである。

望ましい課題一①生徒の興味を喚起するようなもの ②新 しい (高度な)段
階へと発展 していくようなもの ③限られた時間内にまとめられるようなも

の ④ほとんどの生徒が解決の糸口をつかみ得るようなもの ⑤テキストや

資料・ 実験・ 実施等で解決が可能なもの ③教科の指導目標達成に迫るもの

⑦適当な困難度を持つもの

確認課題……今までに学習したことを確認 したり、応用 したり、練習したり、要約 したり

する等の活動内容の課題

3.「バズ学習の基本」 一一本質と学習訓練

認知目標 (教科目標)と 態度目標の同時達成を果し得るか否かは、この「バズ学習の基

本」をどれだけ生徒が理解 し実行するかにゆだねられていると言える。

最初の 3項目は、学習集団の規範となるものである。

次の 5項 目は単に話 し合いのルールというだけのもの

ではない。 1は、主体の確立であり、 2は人間信頼、

3は友情と連帯、 4は謙虚さであり、科学的検証的態

度であり、社会への貢献であり、真理への畏敬である。

5は それらを通 して集団とともに自己の確立を意味す

るものである。

教科目標追求の学習活動が充実すればするほど、子

どもたちの人間形成も同時に充実していく。つまり、

認知目標と態度目標の同時達成というバズ学習の本質

的なねらいを具体化 したものがこの「バズ学習の基本」である。

4.班の編成

学習集団をめざし、学級内の人間関係を高めること。学習効率を高めること。 この二つの

観点から編成する。 (班内異質・ 各班間同質)

(1)人数……男女各 3人、計 6人班を原則とする。

(2)編成の方法……必ず男女混合とする。 (保健体育と技術家庭科は例外)可能な限り男

女各 3人 とする。座席は男女を交互に組み合わせるようにする。 (資料C参照)

1.

2.

3。

4。

5.

始業の合図で学習を始める。

必要以外のことは話さない。

「やめ」の合図で前を向く。

まず考える。

わからないことは聞く。

聞かれたら教える。

進んで発表 し合う。

そしてまとめる。



組み替えの期間……学級の実態により、若千異るけれども、短かくても 1か月、長 く

ても2か月がよい。各学期 2～ 3回が望ましい。長過ぎても短か過ぎても、学習集団

の基盤となる人間関係の深まりを妨げる。

バズノー ト (班 日記)……・班活動を促進 し、成員の相互理解を深めるために、班一冊

のノー トに班員が輪番交替で書 く。主としてその日の学校生活の中から気付いたり考

えたりしたことを書き、お互いの理解や共感をしたり、時には討論するなど、班内の

人間関係改善の効果が大きい。

5。 話 し合いの方法

「話 し合いなさい」だけではバズ学習にならない。大切なことは、学習の流れのどこで、

どのように (どの形)話 し合わせたら効果的かということである。指導段階による分類も

あるが、教師がマスターするまでは、形式によるバズ法の訓練を随所でとり入れることか

ら始めた。

① 二人バズ (対人法・ 隣接法)……・向い合った二人または隣り合った二人のバズで、 ド

リルや復習に多く用いる。

② 順バズ (輪番法)……・班内で順番に答えたり出題させたりする方法。

特定の生徒に発言を独占させないという利点、順番だからということで気おくれしてい

る生徒の心の負担を軽減する利点などがある。特に能力の低い生徒には、班内の全員が

援助するような配慮の指導が大切である。

③ フリーバズ (自 由会話法)……・班内の場合と学級全体の場合がある。いずれも話 し合

いのルールを守った上で、誰もが自由に発言できる。「指名なき発言」による集団思考

も高度なフリーバズである。

④ 質問バズ (テ スト法)……。一人が問題を出し、他の成員が順バズやフリーバズで答え

る方法である。出題者を輪番制にするとよい。出題することによって理解が深まる。

Ⅳ 教科からの拡大

「教科の壁」を破 り、一応全教科でバズ学習が進められるようになったころ (第 2年次の

3学期)学校生活と家庭生活の接点として復習バズを 4月 から実施することとした。

1.復習バズ
ー 目標・ 学習の理解を深めること・ 家庭学習のまとめ方を明確にすること。

・ 厳 しさと暖かさのある生活態度を形成すること。

次の効果をねらって火曜日 (ク ラブの日)土曜日以外の日の第 7限に40分間設定 した。

(3)

(4)

(1)一 日の学習内容の理解と定着

侶)学習方法の交流

(5)人間関係の高揚

仔)バズ学習法の定着

2。 特別活動・道徳 ― 略―

V 地域バズヘの発展 一―資料 F参照―

Ⅵ 生徒の変容 (評価)一 資料 G参照一

12)家庭学習へのつながり

に)一 日の生活の反省

崎)担任教師の生徒理解の拡大
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:4)● || |■ ‐ |

。識べ考えなり。バズ

して考える。   |
‐伸FH3の 発言や活動を

含め.考える。

O自分の力を注いで追

究できたか。

O仲間とともに見方・

考え方を広げなり深め

なりできなか二|||
ご「 もっと別の本轟の

理由がありそうだノ』

「 自分の考えとちがう

ぞ.′」 Fあんな見方|

考え方があるのか。イ」

。それ式での学晉とつ

なげて考え,舞―義的
1に感じたこと脅メモす

るも      :
0興味 =築心を持ち.

やってみたい意欲が持

てたか。     i
:0課題解決鋳意欲が持

てた力、 : ‐1■「
・

lf FI今 黄で考えてしヽた

以上だぞ.′虫『 今蒸で

の見方 1考え方で,ま と

らえられないぞ.4》
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第4分科妻

研究豊轟

攀学・ 高被鋳バズ学習一生霧繊導から籍スター ト

機難・ 麗磯霧動を懸 bて 曲主性を高轟晏集懇づくり

感 轟 銀 豊 鐵 郡 豊 琴 立 豊 中 学 校  畿 手  驚

盤擁警毅りまく藤境           軋

1)っ 地 域 券 実 慾

本 毅 臨 .痙 雉 懇 翁 畿 繭 難 :こ 鐘 量 導で 暮ヽ 轟 大 罐 下 島 難 幸 部 機

轟 轟 秘 窯 鵞 鑢 武 越L菫 準 券 島 豊 健 え 、 熱 薮 畿 重 4、 1摯 ギ 粛 キ

難メー トル轟 り、鐘彫〕ま轟斜で平鐘鍮

が少奪 ≪、 軒耕 して天ξこ釜ろ』≧言わ

轟為ごとく特量券 亀農ン燿 れして爾 尋

島滋れで毎Ъ発議

戦菫分醸§よ、柔掬レ 培が主嘩轟

隆写、ここ数年豊錯 ミカン織暮縄温

よ亀ま轟機 ぎ、鷺鑢億予急瞳 れて粋曇舎

鸞)、 学綾

‡毅義鐘.量轟拳委 {1基 舎]、 え豪 学ゝ哉 〔悪審卜、枠支暮撃崚 41.轟 [

轟 雫 ∴ 拳 し て く 碁 金

進 学 者 券 ‡ ⑬ 鶴 織 本 覇 》こ轟 儀 豊 轟 鏡 転 離 学 ひ て しL《 澤 、 強

轟 生 撻 臨 血 為 晟 F、 長 、 鐘 鶏 力 轟 縁 躍 毅 なこ進 学 懇 増 しゝ く 縦

露 、 生 織 難 導 きこ嘩 い 軍

1》 、 本 崚 豊 鐘 織 実 態

本 毅 織 豊 雑 鑑 鯰 輔 鉤 お な な し く 、 鸞 轟 鍮 暉 守 寺 気 連 :こ か け

で しヽ 為 与 ま え 、 最 畿 ど こ 織 畿 雑 きこも 皐 轟 れ 為 … 畿 儡 畿 鰺 豫ゝ 亀

しれ 権 し鶴ざ .本 校 の 生 擁 券 攀 シこち 機 移 墓 錢 耐 え 樵 気 蒔 幸 な b・鶴

生 維 鮮 糟 九 つ も あ 懲 よ う 翼 懲 轟 れ る 。 今 鍛 と 維 轟 被 /纂 力 .

援 業 謗 書 等 漱 鍾 参 て しヽ な 議ゝ 、 し 織lし 、 非 諾 轟 芽 鑢 全 く な い わ

け で も な い 。

食 )、 指 導 豊 進 轟 纂 ほ み た 争 で

生 徒 難 導 を 進 壽 轟 争こあ 九 摯 て 、 そ 雹 懸 奪 ‡ま、 鐘 擁 題 解 で あ

る 、 「 理 解 鉾 進 種 』 こ そ 生 綾 罐 導 彎 轟 益 。 住 推 鋳 轟常 鍛 喪 毅

な 幸 Fいこ彎 能 な か ざ り理 解 難 丸 轟 曇 実 難 :こ 警 録 で bヽ 為 善

部 活 動 、 HR、 3申 分 学 霧 、 生 縫 会 行 事 、 教 育 機 畿 、 事 朝

… 1-
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覆 究 会 等 の 諸 彗 難 敬 通 して 銭 後 と 総 j懸 命 議 れ 轟 議・ 轟 難 轟 数 多

く も ち ,共 壼 生 き 儡 れ 為ヽう 襲 難 織 春 で 整 鍵 券 懸 清 や 願 い 、 平

鍵 }こ 運 を む け 生 畿 備 轟 鍾 徹 翼 卜ヽ 轟 し 、 そ 器 解 織 まこ最 準織 ん で

りヽ 熱 響

3)、 本 教 命 豊 鐘 擁 導 参 輯鐵

ぎ農 鐵 藉 質 鋳 向 上 ≧ 轟 豊 惟 総 警 違 重

豊 か で 塞 い ヽ学 綾 生 鸞 を お く 懸 た 壽 ほ
・
1、 お か る 畿 菫 4バ E学 響 l鍮 醒 蛙 じ .生 雑 蓼 授 業 撃こ参 態 で

き る よ う 魏 慮 す 纂 驀

欺 .盤 擁 織 競 酢 勢 機ヽ な 準 為 ど 為 ゥ 彎 翼 熱 緩 幸 充 実 、 学 轟 寺 豊

推 畿 難 よ 儡 学 裁 行 事 へ 埒 鞭 機 難 参 難 お ど 場鷺も で 鑢 惟 毅

籍 鍼 漂菫 欝 感 を 轟 懇轟 鸞 轟 豊

等 、 鐘 畿 鍵 輝 毅 教 育 織 幾 命 菫 実 。

4)、 豊 鐘 ざ 主 体 難 きこ参 接 す る 委 業 券 整 立

本 鍍 をこお しヽ で 鐘 、 裁 襲 鑑 導 きミお しヽ て 、 「 パ ズ 学 警 一 尊 元 翼

鷺 毎学 警 譲 退 を 生 姜 まこ竃 着 さ せ 、 豊 釜 ≧ 生 装 、 鐘 義 ≧ 教 鐸 鮮

菫 しヽ 銀 轟 轟 舎 う と 等～幸 ∴ 難 覇 援 を 大 魂 :こ 募 七 鮮 轟藝 舞 攣響 盤

鱗 菫 簿燒 織 爾 鋳 避 議 を 難 諄ヽ t ttA鋳 装 、 轟 轟 審 議 集 轟 織 中 で

自 浄1轟 :遂 弥 鋳 記 彙 轟 欝 魏 場 鐵 儡 避 ≧ 経 よ 響、 す べ て 券 豊 箋 浮

い 攀 枠 攀 襲 参 難 で 栽 慈 畿 蓬 懇 難 立
｀
ま 儀 進 と ξこ・響 蜂 し て 壽 基 毒

隼 )、 纂 帯 組 蝿 律 轟 感 集 鑢 難 薄 或

す べ で 鐸 豊 徒 鮮 澪卜攀 しヽ 奪 と 参 撫 で 攀 纂 畿 難 な難 ま す る ……粛 、

量 織 襲 社 会 位 減 を 鷲 な つ た で 織 マ ナ ー…・ 羅 移て 轟 ‡ 鋳 鍮 生 懸 瑾

簿 徹鰭 象こ嘩 け ま せ 暮 奮

黙シ 、 家 轟 ≧ 進 域 社 畿 と 鰊 饉 鱗

よ 攀麟 叢 鋳 な 鑢 導 を 進 轟 轟 た め 鑢 輔 愧 無 を 轟 畿 懸こ、 家 轟 や

堆 艤 畿l会 お 翁 接 喩 蠅 纏 警 も つ 驚 か 時 轟 菫 ξこ連 携 轡 鐘 交 崇 豊 行

嘩 《 じヽ 発 拳 P官 ｀A会 議案 轟 鱗 灘 書地 域 懇 議 会 や巻 毅 量 鐘 導

FTÅ 豊 雑 鍛 導 携 識 農 凄量 轟 裁 鍾 教 育 鐘 達 鰹 轟 鵜 轟 畿 な ど 。

拿 ,豊 織 畿 攣 動

生 徒 に よ 摯 写 学 綾 豊 競 は 、 登 織 た ち 数趣 奮 す 機 生 攣 鍛 攀 晴

も 大 き な 幸 轟 ― 卜 を 諄難 で 場ゝ 轟 凛 援 機 な 幸 j簸 と す 為 織 科 学 警

織 機 、 そ して し ク 予 プ レ難 攣 動 を 中 卜 と し て 上 機 生 ¬ 下 畿 整

織 り を メ 攀 鮮 島 等、 交 難 鐸 懇 、 人 蝿 魏 纏 鍛 澤 或 織 醤 で 轟 碁 摯

1}躊 豊 繊 響 彙

本 峻 義 籍 亀 :ま 、 ク ラ ス で 議 し合 っ た こ と (時 江 lま 轟 Å )参
発 表 難 機 は な 機 。 壺 毅 2舎 T轟 織 鋳 に 1人 で 立 ち 発 表 す る 勢

… 2-



難 、 攀 学 生 活 舎 幸 で も 少 な く貴 重 な 擦 難 で あ 機 。 発 表 翁 簿 範

は 、
｀

て豊 )・ Ъ よ 攀学 警 を充 実 す 機 え 路 ぶこ機 、 42)、 人 鑢 学

警 , モ参 )、 身 織 意 轟 球難 甕 饉 ぶこ嚇 い で 1(4》 、 以 簑・ 彎

う 懇等 学 校 豊 鸞 豊 難 学こ準 い て 礫 闇 艤 を と りあ げ て を` 鶴 む

滋 )、 生 畿 総 金

事 鋼 織 幕 種 萎 員 会 、 予 算 委`憂 畿 、 ケ 予 ス 齢 譲 な も か ↓鐙 簑

総 会 零 行 な わ れ る 。 主 れ れて 、 攣 難 鐘糠 ヽ 計 爾 れ 予 纂 鮮 幸 轟

議 饉 で あ っ た が 、 本 年 度 鍬 学 鍍 痒 量 ま 響 を 機 量 iこ れ たま轟 ‡ずヽ ヽ

費 縫 機 置 で 確 価 さ れ な 準 等 等 鷺 灘 メ 蒔 講 黎よ選 み す ぎ 為 蠅 曲 鮮

あ り、 感 馨上 ざ 雫 きこ負 け る よ う 時 轟 つ た が 、 本 年 度 機 、 惨 宣

母 時 鷲 を オ ー バ す る ほ ど 活 発 で あ っ た 。

3)、 球 披 大 会

球 綾 を 通 導披 畿 織 纏 上 を キまか 季輔 鋳 ほ 夢 攀 ス 機 饉 警 継齢 鋳

魯 書

4)、 事 数 武 農  懸》 、 学 毅 難  皐 )

4鴇  単 元 鷺 鸞 じ学 響 韓 鵞 し` で

予 鸞 ん 金

学 響 麟 縫 纂 饉 意 朧 讐 鶴 え 摯 暉 毎 m.ま 蝙 範 駿 雫鐘 量 鸞 、 特 凸

お 饉 酢 諄で よ 亀ま豊 か な 学 警 輸 行 な 懸 喩 よ う と す 饂 薇
「

こ 藉 撃

鬱 減 で 轟 碁 金 え だ 1‐ 時
.難

ご と 券 釜 難 襲 :ぶ 強 す 為 こ 盤 奪 {ヽ 量

撃 元
｀
金 鉢 縁 幸 鐸 l寺 轟 と して ≧ 暴 え 、 豊 袋 :こ 学 驀 纂 懇 寵 ≧ ネ

九 さ 鬱 轟 こ と な 轟馨 ま通して を` 暮 崚 住 箋 彗■通 轟 釉L轟 鍔 を学 ぶ 難

か 、 母 錮 に 要 な 学 か 量 管 暴 鰈 藤 辟 轟 巻 議

撃 元 甦 饉 各攀 警 魏 徹 実 嬢 す 機 え 鋒 まこ験 わ よ う お 手 だ で 予 与ゝ纂 奉

〔l》 、 攣 糞 鋳 学 響 内 審 難 畿 轟 難 繭 轟 で 構 趣 勒 まこ鍵 承 官 儡 通

≧ 範 よ っ て 瑾 解 さ 鸞 纂 等

(2》 4プ 誓テ ス ト 場 実 鑢 す 轟 感 と 肇こふ 玲 で 学 習 機 饉 徹鑢 撥

さ 鸞 爾 時 iこ ド 轟 掌 織 場 轟 九 崚 蕪 修

《3)、 単 元 錢 塞 難 応 導で 授 業 勢 華 雄 学 響 鮨 轟 を 提 載 し、 鍛

舞 録 運 騨 摯 振 動 器 毎 難 で 羅 ム で 、 ま た は 菫 バ プ で 学

習 菱 進 め て しく 。

プ リ テ ス トで 提 示 さ れ た 轟 轟 :ま 各 挙 奮 時 爾 織 攀 ふ 粽

饉 と して 位 置 づ け で 取 り織 ま せ 為 れ 共 酵こ轄 闇 儡 余 裕

等 徹 糞 積 っ て 、 ビ リル 鋳 な も 総 、 感 輝 鋳 な も 奉 数 畿

く

単 元 織 終 了 し た 時 慮 で 、 教 舞 をま学 冒 拳こ対 す る 総 播 者

の 立 場 と して 、 各 時 間 で お さ え た 重 点 事 項 を 取 り上

げ 、 単 元 壺 鉢 砕 整 瑾 、 ま と め を す べ き で あ る 。

(4)、

添 わ て llr L

《各 )、

‐-3… …



46)、 単 元 参 学 響 壺 鑽 ξこあ た 纂 爾 達 執 態 を 難 益 な 録 きこ、 プ

リ テ ス ト 指 網 難 し た ポ ス トテ ス ト な 実 施 す る
｀

モ?}ゃ ポ ス トテ ス ト機 織 難 警 儀 と 範 生 機 :ま 自 轟 評 機 を 行 な

等ヽ 、 骨 通 か ら 自 己 糠 鍾 を も え 彗 、 選 ぶ 争こ毅 鰤 感 曜 解

度 礫 鐘 い 事 極 まこ麟 じ 《 鍛 鑢 充 藝機 ばれ》こ警 轟 な け れ ば

な も な しヽ 委

ら 、 30分 学 購 3こ つ 番 て

ア )、 ね 轟 い

豊与 彙 主 ,議 銅 、 嚢 壺 鋳 態 度 寺 箋 島 を つ も か し` 、 爾 鍾 馨 妻

母 畿 蒔 ≧ 態 度 を み が く 。

2、 集 爾 :二 所 属 碧 、 集 甕 響聾″一‐員 造 し て 讐》畿 寵 徹黒 移竃富与ゝ く

携 餐 舞 希 参

3ゝ 緩 叢 織 宇 で 昴 バ パ 学 鸞 写 真 ム …4ズ 影こ量 な た 感 難 馨1鍍 魃

難 で 轟 機 尋

ギ }.彗 能 舞糠

1.菫 攣 轟 嚢 繁 す碁 霧 菫 薫 警 尋 ん な で 解 嚢 し て し` く
`

宣、 裁 襲 で 轟 鰺l轟 な しL≧ こ 尋 な な くす る 手

÷ 塀 浄Lヽ な し` と こ 轟 舞 :l ir全 を` モ■ 1妻

÷ 騒 tf合 い 4機 魏 }

÷ 鑢 か 摯 鶴 織 うこし、 運 鐵 む 織 鉾 轟 録 ¶ b&{尋 癬〔進 }

…・・ 4-



第 4分科会   基礎議座

研究主題 小集団を基盤とした学級経営を通 して、構をいかに変容させるか

===班 ノー ト指導を中心とした取組み ===
愛知県春日井市立憲来中学校 古資直人

要旨

[荒れる中学校 ]そ のものであつた本校 に新任として赴任 して以来、3

年間は何をや つていけばよいのか、わか らぬままに還ぎてしまつた。

少数の生徒の問題行動の処理に明け暮れる毎日で、大多数の生徒たちに

教師として何を与えてきたか。..思えば申し訳なさと恥ずかしさが残

っているばかりである。たしかに大きな嵐は去つた.しかし、その時

から学級経営で自分自身にしつかりとした柱を持ち、二度 と同じ間違い

を繰 り違さないよう:こ したいと考えた。本校が本格的にバズ学習に取 り

組んだのが 懸年前 .教 内現難教育でも こどうしたら参加度を高めること

ができるか幸曇 :よ りわかりやすい授業の成立をめざして ]な どを絞

討 してきたが、実際に学級へ持 ち帰つたときに今一歩、勤果が現れてこ

ない。どうも形ばかりに追われて、バズ学習の根本的漂理である 1人聞

関係を基盤として。``〕 という最も大切なところが奮つていなかつた

ようであ碁。そこで、菫 ましい人間関係の育成をめざす取組みとして次

のような実鐵を展開 した。

1.小築圏を基盤とする学級経営

2,生徒一人ひとりを、また学級、小集団をよ

活動

を実現するために2 :よ どうしても必要だ盤零え亀豊

研究内容

1.小集団を基盤 とする学級経営              .
望 ましい人間関係を育成するために、どの学級 においても小集団活動

を取 り入れた学級経営に取り組んでいる。

当

1等 時で命歌毅み

練

式
　
　
　
議

学

―
―
↓

宿

―
―
―
）

入

・ 合 ・小集団学習の意義

・話 し方、聞 き方、司会の

しかたの練習

・班ノー トについて

集団碁充分に意識 しての抱負

を機る。

く理解するための



↓
・学校生活

の中で

eSTで の生活反省、議け合

い学習 (線習のA3)
。授業に意図的に班活動を取

り入れる (実践の場 )

。リーダー養成

学年生徒会 (ク ラスの級長

Ell級 長の集 まり.学年の行

事や諸問題の解決を委員会

とタイアップして計画、立

案 、実行 して |・
lく .)

・他のクラスから学ぼ う

STの 公開、係活動

↓
・係活動の充実 (班単位で学級

わ仕事を受け持つている.)
・掲示警コンクール

・班 ノー ト

。滞爆、織食活動 に力点を鐵い

て

2年時での取組み

・学級編成 (学 力、人鶴関係、

|   
を充分考慮 して )

12の 8を覆1
リーダー等  ・学級轟 き (担任の学級作 り

ァ       |_T言額し`)__

1年時からの取組みの継続、発展

リーダー養成       0班 作り

野外学奮実行委員会

1難 1鉾運動

・班
●学

・清

現在に至る

働重視

戦茫在霊鋳 象で取 準経んで書ヽ暮鐵悪懸命一轟 :憲れ

取組みの過程

`隷 ものが多 く授業に支障がでる.― ・教師の叱賢― ・ 生徒たちだけ

による話 し合い (決裂 )一→・学級会 (班 で取組みを考えよう.)―
0班毎に決定事項を自分たちの一番見場いところに掲示→・担任が評価表を

作製 し、ST時 に忘れもの調べを実施…→ 。選に一度集計 し、自分たちの努

力を振り返る.―→ 。新関係による報告 .

ル

活
　
　
　
作

界

卜

鶴

…
与

憮

一　
の
　
ヽ
　
　
　
鍛

ノ

級

掃

　

　

も

いよいよ2年 生としてスター トしたわけだが、どうしても 1年生の時の

友達づきあいで動きやすいために、すぐ班を作ることはせずにもう一度

1年生で行つたようなオリエンテーション (小集国の意義 )を 、生徒の

経験を籍らせながら進めていく。 [担任の観察、生徒の心構えの期間 ]



。ここで大切にしたこと:ま 、自分た

たちで決め たことは自分たちの

責任で守ろうとすることである。

その効果

島撫聴錆輩碑轟拳
● :遍醸

奮 2■鞣

● 3部

・集団●高まりとともに、機人の

高 まりに注 目して見ると...

谷口君の場合 (辞薇表や整 ノー ト)

第 1遇 :13個
班員からきちんと取組みをやれよ

とか、いいかげんにしろ :

第 2週 :4個
あんまりひどすぎると、自分にと

って損かな。 (本人 )

第 3週 :4鶴
ゃっと襲でゼロの猥が来た.で も

次の日には谷鶴君がダメだつた。

・自分 tま 轟爵忘れものが一つ ぐらい

第 4還 :2個 (途 中 )

0今 日は班で慮 れものが 2つ もあっ

た_明 日は絶対ゼロにするから

ね 。 (本 人 )

ヽ

教師は生徒の活動を後ろから支えてあげれるような存在でいられたらなあ。

2.生徒一人ひとりを、また学級、小集団をよりよく理解するための

活動 .

ア .教育相談

イ,記録 ノー〆卜 (個人の記録や日記 )

ウ。会食

二 .係活動のお付 き合い

オ .日 曜出勤

力.班 ノー ト

担任によつて、どこに力点を置 くか

は異なつている。

黄響な こと

自分たちにとつて今何が

必要なのか、考 え行動する。



私は班ノー トを 2.の 目標に追 る手段 として最も注目している。以下は

その実践の報告である.資料参照

01年 生の時からの指導

・ 1ベージは必ず書 くように努力をしよう。

・事実だけでなく、自分の考 え、対策、実賊を書こう.

,班や学級に関することを書 こう。

・ 自分の行動や態度に対する反省や感想を書こう。

・ 友達から学んだこと、友達への忠告を素直に書こう.

,先生に対 してより、伸間に向かつて書こう。

・真面目な態度で書こう。

*輸番で、毎国家庭に持ち帰 り書 く.翌 日、教車の上にSTま でに

のせてお く。

01年 生への指導を振 り返つて

1年生は新鮮な気持ちで、中学校生活に大いに期待している。早けれ

ば早いほどいろいろな指導が入りやすい.班ノー トも同様である .

教師が朱書 きを入れるときに、できるだけその議題や闘題を班へ

投げ返すような書 き方をする。生徒は驚 くほど前の生徒の震こ事や教師

の朱書きを読んでいる.そ の うち班ノー トが各班で一人歩 きをしだし

教師はそれを垣聞見るというふうになれば成功だ.そ うなると、自分

たちのノー トだという意識が強まり、活発な意見がでやす くなる。

Eバ ズ学習の理論と実際 1を参考に、全 くの真似で始めた取組みである

が、実践していくうちに次のような工夫を試みた。

ア .忙 しくとも必ず給食までには朱書 .き をいれて、会食の前に班を震

りなが ら返す。教師も班で食事を取るのでノー トのことが話題に

しやすいし、な りやすい.ど うしても時間がないときは、見たよ

とだけ書いたり、放課に声をかけたりする。

イ。これはと思 う内容については、STや総食のときに全生徒に競ん

で闘かせる。・・ ◆次の班ノー トヘ感想が出る。

ウ。学級掲示に"班 ノー トか ら"と いうコーナーを設ける。・・・他

の班のノー トに影響する。

工 .時々ノー トを交換 して他の班のものにふれる。・・・書 き方を学

んだ り、多くの仲間の意見、考え方にふれることができる.

オ .学級の諸鶴題に関することで、各班から同 じような内容が出始め

たら、学級の時間で取り上げる.・ ・・班ノー トは班で話しあつ

たことの記録ノー トとして使われる。

力 .道徳の時間の感想や意見を求める.[次の人、今日の道徳につい

て書いてごらん]い じめを取 り上げたときは、小学校にまで

きかのぼる内容になつたり、ほとんどの生徒がそのことについて



書 くといつた具合いに発展 した . 次の学鞣轄導や通徳 :こ つ

ながる .

時間があれば、数ベージにわたつて教師の思いや考 えを書 く.

・・・ 生徒の驚 き

ノー トが終了したら、学級文庫の中に保存 し、いつでも難でも

読めるようにする.

02年 生での指導

・教師の基本的な構 えは変えない。

・ 1年の時の取組みが、クラスによつt連 うので事前の指導が必要 .

・できるだけ早くベースにのせないと、個人ノー トとして流れる。

0新 たに工夫している点

ア.新関係を使つて、良い記事を発表させている。

イ .書 くことに悽れていない生徒には、枠を書いてあげる。

ここまでがんばつてごらん・・・効果抜群

ウ.班で爾人名をあげて批判する記事が出たら、その生徒たちl=事 見

を求め、最後にもう一度批判をした生徒に戻す.自 分の考えに

偏 ったところはなかつたか。 冷諄な響薮 ]こ 横立つ。

0班 ノー トにみる生徒の変容鯛 資料参照

A.授 業態度を変えようと試みる生徒

B.薇 題生徒 との関わりで自らが大きく成長する生徒

====ま とめ ====班 ノー トによつて

・学級、班 、個人を知るてだてになる .

・やる気や抑制力を高める。

・言葉が残 るので、次のステップヘの糧 となる。

・生徒の変容する貴重な記録である。

私たちはただひとつの方法で生徒を理解 しようとしているのではない

生徒は教師の存在以上に生徒同士の関係で影響 しあい、その態度を変え

てい く.さ まざまな力を生徒がどう受け止めているのか。班ノー トはそ

の集約の場である。教師が何を意識 しているかによつてノー トの方向性

が決定されるが、そのことは生律が教師秦知ることになると言つてよい

のではなかろうか .

判断が行動に移 りにくいという最も大きな課題がいつでもついてくる

が、これからも一人ひとりの生徒をよ りよく知って、その生徒の正 しい

判断を認めることによづて少しでも実践できるように導きたい .

キ .

ク .



事5分科会
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バズ学習による教育態勢づくり

愛知県春日井市立中部中学校 寺 井 正 輝

二、 こまじめに

本校 tま 、春日井市の中心部に位置し、国鉄中央線 。国道 19号線に隣接 してい
る。闘校以来、本年度で40周年を迎え伝統校としての気風`が、教師 lミ も生徒ほ
も感じられる。教職員数7傘名・ 生徒数 1745人 で、42学級と雇指磯マンモス絞で
奉るが、「知・ 徳・ 体」の調和にたった教育を強力に進めて藝る。特 :こ 覇和縫
年度より「バズ学習』を現職教育の柱に研究を進めている。

2、 本絞の研究歴

昭和54・ 55年度  「自ら意欲的ここ取り組み、ぉ互いに伸びょうとする生き生
きとした学毅ブくりの研究』

昭和慕6・ 57年度  『各教科に即した観点別Ell速度評価の実際J

昭和58・ 59年度  「形成的評価結果をフィードバックさせた授業の轟聞』
『所属集懸の中における存在感母育成菫        ‐

昭和60年度   「相互作薄を生かし、参加度を高める学習指導』
3、 本横傷教育轟.標_

く菫》本構の教育欝標
ア.綾 鐵

イ,具体1数のねら亀ヽ

○碁菫かな中学生になろう。

《鸞)轟難 針

ア.教鐸糠五参鐘簸≧協力によ辱金接韓誕命もとで、豊縫 tこ とやりで う辱
奪鶴ヽと喜ぴ総轟.碁 学校o実現を麟す碁幸

ゼ春甕実しな学校生活務申で態難簿行、実職プI舎島4豊礎侍薄鎮 tこ鷲轟
轟二 ´。 七       ょ

中.な鷺撃ひと警等生繊理解ほ彎轟、′猿徒織舞嚢実現勢場を与え業と縮
もここ生機指導勢充実畿鍵を購する.

鳥・ 教師として母捜命感に鷲え、常に研鐵ここ難み指導島げ》向け上ほ賛轟碁秦

相互作用を生かし、参旗度を高める学習指導
校内現職教育をとおして



|||1校内現職教育:計画

管婁警姦墨ふ黒な裏欝百重羅T重墓菫菫
霞」奮EEttLT轟是:tttFにとりr

具′体 的 計 画

一
学
難

?作
成

事Jll研 究会 〈登校鍾否 )

工
学
難

各教科0授業票究と教科部会
学年Zlj研究会 (学毅会・ 学級の時間
事撰研究 くいじめ)
2学難の実践のまとめと分析

・ 道徳 2回 )

工
学
期

各教科の授業研究と教科部会
‐ 学

1年
Ell研究会 く学級会 )…

事FII研究く聞遜青動 )   :
本年度のまとめ、反省、業年度の方向
研究絶要傷発理

|       
‐         轟琴普豊冒壇肇臭轟し:今ダ

蟄指定 し学年全員参無の研究協議会
を設定する。

.

0 生徒指導についてこま、事例研究会を学年・ 全体で実施する。
授業研究 計画 》

国
・

社 数 理
立
瓢 美 体 技 家 英 道 徳 学 活

4 奮村8年 轟計轟圭蒙:葛轟轟轟丁T~冨訂
~T'

_ __1___ 1 __■ ____三    1   1   1     1   1    _1
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富
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,鐵 中 久本田
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渡 辺 鈴 木 林

山 内
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曲

中
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奥 村 森 野 書

本 塚

i鈴
木 直 競

糠
全

7
藤 盤 伊

攀
右 高 』ヽ林 :1越

3年

8 01学 期のまとめ、教材研究、 フィール ド7-ク
4…

… …

=L…

… …
よ

… … …
ユ _…

…
劇 L_…

…

ユ _…
…

三 二 _____二 ___二 __  _ 1

9
中 山 鈴褒

藤
藤

伊
後

疇 節 森 脇 久 相

10
本 lll

並 本

田 野 盤

山 内

長尾ヽ

/
圏 高 島

＼ _

村 上 荻 原 乙

2年
太 露
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バズの琴際~~1授業法警究
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第 6分群会   実践研究

研究主麗  バズ学習 による教科指導の方渡

… おちこば し砕なし寸壁導 に向 iす て …

兵庫簾鰻路市立轟丘中学 績  井 擁 儀 費

ノ.要 雷                                ま悪

本績 で :ま 、一部 の生徒を除いて学雷簿長 の恵れ物 、宿種 憲れが多 く、緩業

に誨 して構極性に欠け 、学習慧欲 を喪資 してンヽ る彗が学年が進 む :こ つれて増

えてい る争こ鋳よ滲な実態か ら教 え中心 、一膏援業 を夏欝 し、小纂爾蒔力を

借 り、いと りひと り勢学習 がも っと彗発 で積極鋳 になるよ呑をこ、次の議 を通菫

点を おいている藝

(1)学習 鍮鰤道を購確イ議し、生徒 うこも議議 させ る。

(2)攀 習形態と して 、 F個人 による学習」 と「小集甍による学警Jと を亜

い :こ 関連 づけて学習譲饉 奪鱗渋を 図 る。

(3}生徒命活動 の場 を多 くす る。

(4)自分 の学警成果を 轟ら群懸す る機会 を増やし、自己蒔学力を確 か蜂 る。

た論に「バズ ・轟元 見通 し学警 Jを 基盤 与こした学警方激 が取 り入れンられてむL

る。

また 、婚鋒薄数学教育研究会 において 、評価することによって、生推 斃つ

まずき参鮮溝を経 り、指導晦容 め彗 選を すす峰 、基礎 。轟本 織室警を灘 る研

究 が進 め うれている。よ って 、姫難幕 の到速度評価 テス トの「 正 の数 '農 命

数 J織分析 と指導経験 か らつまずき易 むヽポ イン トを おさえ、鍮導方法 や指導

群爾及び教科書 の議元 見通 し等 母検討を糖 え、援難 の中で難群への手 だてを

よ り翻 B彗化 しようと試みてみた。

虚。Iの数・負の数 の指導 の問題点と考 察

○ 正の数・負鈴数め計算をわかり易 く指導できる手だてはなンヽか。

総 加減渡で最欄から( )を つ:す るか、それとも漸次 ( )を つけないで指

導するのがよいか。



⑬  麟つの数め丈小関係を不等号で表す鷲題をど機指導するか藝

翁 道数鋤慧策をわか り轟 く指導する方法はなンヽか。

無 轟 対饉の意味をどのよう妊理解さ彗るか。

参 {― 拿)2と … 32吟進しヽをどう灘さえるか。

参 轟舎計算の計算 i覆事をど静おさえるか。

各きこ争いてまま、正の数をお金● 、彙参数を借金攀として、小箋響を剰覇しなが

ら感鷲鋳まこつか ませる。参について :ま 、 ( )を はずすこと :こ 翼難を感 導る生織

が轟響、欝瞭を犠対撃なが各覇次 ( )を つけないで代数職紅移循ず轟方がよをヽ

と考えた。Oをこつシゝては、数菫線を必ず併簿させること :こ よって、大轟鷺係鋳

懸事を選騨させ轟争Φ :こ つ幹ては、正鍮数券難激を要激 :≧ 麗すことから逆数を

定義 し、量の数 命避数も鐘鐵iI定義する。①に宇いて tま 、絶封額鍼亜め数、量

鋳数命鐵難をよリーー般化する轄 :こ 必要で轟轟が、待摯を取 り難き鷺な数字だ :す と

指導し、身とか各藤離紅よる裏付けをする。◇ 争こつ学ヽて豪、 f… 轟)2と … 32を

対比して指導するとともに、〈… 3)2輩 {… 拿}X(0-3)、 … 3奪蟻…〔轟x拿 )と

搬点 :こ 脳 りながら繰 り遮じ指導してい く。①については、なから順 :こ やる生縫

が慧`るため、繋除を 1つ母プ聯ックと考えさせて指導した。

ごF今後蒔震饉

今 まで、「 亜鈴数・量母数聾鈴職導 tよ 数爾纏を幸心をこ TP等を瑯簿してきた

が、儀学力の生徒 1こ とって
事
灘籍号の 2数鋳鞭をま奪数母織雌櫨難灘こと共通な籍

号をつける。要符号の 2数 鋳和 :裏絶対髄の難 |こ 絶簿髄命大きケヽ薄の籍号を準さす

る
庁

ということがなかなか理解できないヽ。そこで、理解不十分難生徒 :こ 対して

は貯金、借金で再指導してをヽた。今回は最初から 貯 、プリン トを理薄しなが

ら貯金、犠金で指導 してみた。授業の中では異味をもち理解してきヽたが、要鑽

続習不足のたぬテス トで点数 母とれない生徒、小数 =分類争こなると手をつけな

い生徒等指導参不十分さを籍感 した。さら:こ 、授業のポイン トをしっか り見極

め、どこで、どのょぅに生徒をゆさぶり、間題解決へせまらせるかと稗う指導

技術、レトリックの研究を深めて枠きたぃ。
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鶴 T分科会  実践響究

畿究主轟 バズ学習を取り入れな溝撮轟動

典庫囃 籍霧華立韓爾中学崚 喜 纂 菫 簸

礁.鍼 畢義ここ

本崚強、端難華轟北轟纂ここ機嶽等、ぬ謳輔睦攀爾轟り、鐘隆靱学綾義鷲すほ

難持酸ざ心鍼非常を通大恭く機薦館で轟饂秦諄癬し、こりようほ難難饉瞳 薔九雹

瑾瞳霧轟菫轟斃本鏡でも雛等難まで鍼れいわ幸感『竃れてい儡轟紺鶴ヽつ鏡態で

轟巻亀癬鐘量禁書 幸競難豊スケープ 挙耀教鼈轟農 秦磯靱議轟鐙ぎ
轟
学裁

詩
彗い

え儡嶺議で載はかっ主寺

ぐわよう毅実嶺を基菫えて、一筆等菫『韓轟参鍵れを変iよ う警語を重蒙―

ガン範豊慟興が立ち上が手な季轟轟違難嚢も典を装碧ヽだ仄、豊撞晰薫八畿撃、

鷺藪轟襲菫菫動鑽≒ヽ最等で轟難等もヽく鑢羅註匙暴%か準た。

み等鑽鞍、正掌亀へ鏃饉場参鑢灘絲量通、豊難農蝙錢波ξ嚢お学裁舞鶏轟鳳颯量

菫Ⅲ憑載し島.通勒 躙 靱一―鑓鞍b《  ゝ ξ饂轟瀑 ζ蔓鬱鶴弩魏褥濃なテ‐―

T彗 導電、整釜然を中F義 ど諄斃崚盗瑾瞳聰繋養 登髯主鰊毅購鰺轟鑽装準鶴ヽで鱗

寵実鶉離畿轟上げ、大き孟裁育鶴難警轟趣もし難春

本諄鐵は、 家藝るう :5(学校違警箋難予霧轟Å弥畿おして、豊難棘 警豊鍵
継亀鵞難一端難して、華等最上場瑾鷺お轟モ集紹爾懇砂て鶴L儡拳

麓ゅ寅晰蝙

≪菫≫轟掌葬錯

A 轟鰺轟鰊衿鑢糞

靱轟咆甕か轟豊覇諄菫《

≪蓋≫羹撼馨は も菫墓 :攀 轟～ 璽瑾 :1鸞 》

プ 貿子賣壺 ≪寅子戦買藍― ≫を ≫診バ》ξttξ菫曇か丸轟拳》

ぱ 蠅《鰺聯を感醸 ≪蟹聾醸書ン麟難饉《轟準盗辣饂鶉(毎 秒、

轟静準ぬ毅義4鍮クラ翼全誌装装薫ず鶉癬≫

≪鵞≫轟轟襲難 4重 曇 :重 参～ 菫墓 :霊 T}

≪塞≫轟鰺バズ 運重41鸞 ?～ 理曇 :3幸 }

溝撮舟鐘匿ご装鍾そ鬱壌で薫繍鵞―・・ド場纂量こして、各蠅鬱鍵
長が溝撮尋頭奮疑する鬱



≪蓬≫溝鶴舎霊鶴 《畿難鑢中で}

黎覇翁甕長が溝撮蒔容を発表し、購購薫があれば全律で轟オ轟
す儀學

録撃 ≪だまって≫・ 逮 ≪ぶっき難≫ 争簑 ≪一整懸磯ここ≫器轟轟轟雉鍮まま
つ 寺

り上鐵轟ζま、導蓑鋳終了接次遷鏃粽 計贔離まで感時擁ζ駐脩ってお摯

溝鐘轟麟鐘ξ昔鍮れなもヽ金

懲 意嬢麗 7-・ 訂

纂クラR鞍警農菫書爾膊薫嬢雖…酢
・ど学な轟痒贔纏豫…酢

`鍮
騨慧導

電ひ釉黎瀧纏弁甕藪器贔瑾濱鵜撃等、経学な募駐銀翼はってい儡綺で、
重ねカード瘍数難はク予買毅よ争で醸う苺菫纏携―ン

｀
戦、勒膊鷺鞭膊

下量4纏 り下げて亀ヽつで曇贔な電曇饉よう羅して亀ヽ饂勲

奪 整釜趨番

纂クサ員渉暴整美遷番曇曜、合計尋等轟を整鍵選轟装して曇鏑ここ購
鐘ず纂幸 重羹膊鶉鐘鍍纂ク予ヱ量令貫曜ゝ学等導瑾壺鑽爾慾欠むず

・
礁鰺

纂覇鐵亀こ鏑長を鑽きゝ鍛鼈 0豊畿紺鶴烙章鍮つ奪ま熙拳鐵蒙難感聰なし
て毅畿麟機、豊難麟書鐘整箋麟書轟褥菫蝙炸

:・―
「

紺纂学簸躍弗点譲欝
―ダお持って、颯量案繭毅饉翁ず膊等嫁導で、鐘醤晰豊雀ど一鰺ξ製繭
隷豫甕褻を蠅彎藝晰撃饂鸞瘍贔橙携―

「
難輪鍵選警購鰊菫纏カー酢

t毅

鱗鷺 拳感鐵な書 く警球轟は難醤綺先豊ξ裏竃《亀畢b磋、各学諄寺整豊運
番轟饂銀戴∴ず咀苧

鰺 轟糠鍵 幸鑽鑢撥難鍾

轟舞鍵蝙畿轟南【、鏡券懺鸞攀から醸畿ず墨よう皐こしてしヽる。
モ菫ン学難でや豊轟理で、理曇性で彗警をと春で俸難蒙を達ぱせは金
≪意}学難での生懸嚢難選なしここ、各難で羹羹量こ裁聾をみって分難

象を進量ぎせは金

難咸議を持斃彗て、各学等、纂学簸轟選賣まこ憂せてい薇綺でクテス
まミよっで撻なってしヽ轟爆

漿就畿、 量麟吻ごと襲購撼俸撻鍾場轟鮨移ていた警移妙懇、 菫還熙
ご難で戦ゝ豊繊ここりでみれば鑢蝙むず毛手鰺 肇葬畿が争簸轟義く路ゝ、・

繭轟俸鐘甕義愛藩が粋かお鶴ゝ、まぬ織饒義どって毎難が、どこを、ど
鸞よう難こ繭難している>簿爾む亀こくい毅鶴ヽう欝暉薫ざ基った。モれて
菫学覇爾蟄、構鰺洋鐘謳を変賣諄な珠ヽ議鶴ゝうよう装し可い儀善



E 溝撮篤翼

溝鐸簿翼と言う勢童よ、難分器鞠でこまなれヽど驀う意議があ碁難で轟轟
ここ数しヽからであ碁。それで、貴醤感 争愛慧心を推かせ儀趣め毅生携鍮
堪蒻をサベ鳥ここ書いて構霧麟翼ここ難って与ゝ轟奪『これ鍼、露が 主学欝
舞嚢うもりだから食事ここ彗えよ奉濾癬勢豊繊が豊してくれ難鶴ゝって儀ゝ
馨命やから貸し難暴%か島ぜ暴爵といって鍍諄《苺ヽ蓬尋溝鑢鸞翼鍼、
必ずをも難鸞してぶら下げ轟よう装して、準準議が難でもお騨纏よう
ここ、溝轟躍翼豊か攀轟購覇もこ予ベル難臨って鶴ヽ4書

{童 }溝轟バズ

華年度よ等溝撮彗鶏痒攀菫こ轟鰺バズを取等Aれてヽヽ4警 溝轟轟麒轄了
馨秀義呈こぎ轟轟バズを構録て下さい幸』ミ鷺ヽう畿送総機ぬ簿

.ら
ぶこ、K鑢

鍵畢理憂嚢、鏑.発 を集轟ゝ薫譲蒔― 討幸理羹ζミ馨亀がって轟鑢轟憫鰊票
奮をす(。 こ券霊奮を基ここして次籍嚢券轟轟轟薇舎又奪懸攘討ず

・
膊幸撼

轟幸うもこ星、空装盗島もが轟準て鶴ヽた仄、『き藝は、黛拭きが轟菫診仄
養ななぃ亀鯰て、や轟鋏慧鐘き,菫薫銹理こします舎轟どいうよう哩薫蠅
がでてく4よ う暑ミはりてい轟幸 聾藝鍮轟鑢醸鑢晰鍾彗砂おいう意鑢で鑢
轟バス戴重要な鐘Iをし絲てい建聯

≪摯≫覆羹鐸 {バ質学琶≫鍵おけ公轟難蝙鑽蓋

羮轟ξ嗜質ここ糞¥可心、繭鑢蝿撃鐘で軸愛警むず又が竜畿鸞颯 ≪掌競暉
装、幸とり難≒轟をは灘蟷呼%で 諄ヽ辣≫ここ減、デ千二豊律で難はず甕嶺
整美選墨抒醸会をして、各錢鶴鍵晰纏憂もこ購轟聰懸豊 ゆ致輻藝膵謳鑢饒
塞を発表させ髪番鐵又てく(鞍 な最ンって、どゎ鏑亀『轟豊壼した聾、
す羹妾菫碧亀遅というよう範釉轟が、 F轟れて幾甕でもし轟辣り、毎準な

姜勿くな基葬套鐘な亀L膵癬尋曇毅饉求してしゝ膊よう墨通して路ゝ熙奉

≪曇≫轟轟計羹

主覇藝ξ豊嚢轟轟瞼卜ξ詈誦
｀
デここ、感繊晰聰ず畿 菫聯澤恣⑫毅鑽晰轟鑢計

轟難.童て毛鞣

「

ここ轟てて鶴ゝ膊番轟学な爾纂轟轟襲ζ駐縁蛉鉤て、量贔儡ξ通
しな尋ま異ば弛みをもヽ作曇を懸移舎集季聾美趨憔こよ、各購鶴鍵聰菫嬢携…
Fをサxヽジやして、不十分などこ轟な書き薮しをさせて鷺ゝ馨奪



〈轟〉整美遷書礫軍:き継ぎ

警選土鐵藝通、争選勢選書と襄運織遷書とが零:き轟ぎを行う拳争還響〕
運醸まま、点攘カー ダ ≪学難購 。選書轟》む濯纂麺鑢鍮持参ず轟。豪濾轟
書きして戴ゝ趨鶏畿勢嚢甍 き賞締できなかった璽羹 ウ喪選瘍難霧織嚢定
書翼鐘鋳な実婚事な彗で轟懇む方針おして鍼、轟く重で生繊主糠砕轟ξ跛
‡こしぬか準を等で、議会いが締き轟菫環ぬ難慇範、ず訂バぱスす壕ぐら
いで轟った拳轟鑢りうちは、豊繊儀戸饉玲ていたが羹鍮鍮量憫懲こ

・
般ここ、

こちら解予難しな 0ゝ よう鍮薫錢暴ひ鷺ゝ薫饉写臨痺鐙紺、実攀轟轟ぞ:簿 饂
ぎ量こなってしヽる

摯.壼塞輪醸難

驚襲でもヽぬ儡聾量ミ鍼、轟繋轟露骰轟難灘鰊独婚囃れず、学鑽聰鍮楼ちこ亀ξ駐
トデジやプバ鮮数き購て曇襲  ゝ 夢轟誹蒻暴纏蝙鍮翫〆軋い場蟻憫を碧鍮季からξ議
くはく、薄れて鶴ヽで儀へ鍵懇鼈ひ慮毅墾Lう 畿颯%で

「
準釉季鐸轟りよう装轟鑢

懸翼 蓼菫ガラス疑醸纏し、裁褥が難示した準豊繊蟷一鵞ξ通冬準電轟けなぜ
‐
れを∫、

事先豊か轟蓉善す糞ぼええ姦や。違≧撃轟轟券が実態で基準た争
しか響、整美選書参轟鐘亀・ 溝轟点検カードの売熟 豊撻一人おお峠嚇購鐘

鋳塞 ↓投警:勢華轟亀・溝録バズなどこミよって、羹轟轟鼈が軽莞暑こは警非常銀墨
肇ゝ詳嚢菱等てしゝ蓬拳等年度の華指定参事究費蓑会におしヽでも、特判ζ通大鑢饂跛
せずここ轟馨舎菫童器轟鑢彗聰を書路か轟籍幹等まで鷺てで条準ねが、 野曇れが、
鞣奪貸曹菫轟ていた学鑽ど藪鐘え凸い幸運、 ゴ鏡舎鶉誇菫こ,、 一磯又聖か品やご
轟仄轟了でい軋亀ヽ魯轟毅いう雙鸞颯声警濃いた幸
学絵が聾碧≪鍮炉こ趙:こ よ準て、違鍵―Aな ど摯膊等綺攀装、 夢蔓鬱≪移∴

隼゛薄ぎ嶼鶴ヽ金勒覆通鰐ぎ鍮秒警聾どい集意恣が絲鍼Åゝ豊範膊学奮漑鑑 蓄豊
轟鸞鑑装轟典む慧鑢で時ヅ顆彰量覇移寵寺竃壇颯範を折攀は〈釉準ぬ難はそ瘍
―蝙で轟匁攀ξ麗鑢鐸翼霧黛鼈ヽ電■、最鑢炒轟…キ踪諄貪鸞攀炸章で鑢難詐な球
準亀予、昨年菫緑籍ず鮮襲 菫幸難薫惧覺摯鍮厳るま爾轟轟拳度な∬予Xがよく逼
鰊されて、ガ予翼難竃羹金が奪趙勒撃攀藤饒かりって鶴L"が、ガ千三%曇 鍮褥
轟毅してい膊聰響

轟
∬予買ン箋響い

節
と言う道紹又晶ってなち華奪鐵ζ轟平装薫

で 菫輪鍍など範枷れた難鑽菅轟準ね。

理。今鐘聰趾趙

移りし、議翁轟鐘まだ鹿欝凸鱚等で鶴ヽない。実m、 整鍵予 春鞭祠顆鍮導響骰
い紺、轟搾聰縁難が鏃襲眩モれて鰊蝙攀む考え、鋳ダい嘩ζ∫けヽまで隷晰おし最
もヽ整畿もい鶴拳雛奪議上、今鯉上ζ通夢鶏準駿鍵しくし∴瀑』ねいう上又量織警
鶉難壼繊一人など攀量≧奮菫彗、鑽糧瘍毅鶴っ最鸞轟鑢院がな藤<よ 囁装躁纂通
どが争畿鰈仄にで暮釉≧黛って発ヽ膊癬


